	控除の種類
	創設
	趣旨
	親族に関する規定
	備考

	雑損控除
	S25
	担税力低下への配慮
	「生計を１にする配偶者その他の親族で政令で定めるものの有する資産」に生じた災害、盗難、横領も対象。政令で所得制限（38万円以下）あり。
	S40の改正で、生計を一にする親族の有する資産も対象範囲に。

	医療費控除
	S25
	担税力低下への配慮
	「生計を１にする配偶者その他の親族に係る医療費を支払つた場合」も控除対象。所得制限なし。
	

	社会保険料控除
	S27
	社会保険が強制加入であることからの配慮
	「生計を１にする配偶者その他の親族の負担すべき社会保険料を支払つた場合」も控除対象。所得制限なし。
	金額が法定されているため、控除限度額はなし。

	生命保険料
	大正12
	・長期貯蓄奨励。

・相互扶助による生活安定。
	「受取人のすべてをその保険料若しくは掛金の払込みをする者又はその配偶者その他の親族とする」生命保険に限る。
	S22でいったん廃止。S26に復活。

	地震保険料
	H19
	
	「生計を１にする配偶者その他の親族の有する」居住用家屋等を目的とする保険も対象。
	

	旧損害保険料控除
	S39-Ｈ18
	・生活安定、住宅事情緩和、保険普及による保険料の引下げ
	同上
	地震保険料に改組。


